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（10.5pt, 1行あける）　
《英文アブストラクト》Write your abstract in English here. Four to five lines are appropriate. Do not abbreviate the first word; for example, write “scanning electron microscope (SEM).”
（16pt, 1行あける）　
原稿執筆の手引き
口頭発表は1ページ以上4ページ以内の和文とする。本文は10.5 pt、 日本語MS P明朝、 英語Times New Roman。読点は全角テン、句点は全角マル。章立てで記述。略語は初出のときに正式名称を記述の上、カッコ書きで略語を追記する。文献はこのように1)記述。番号1つに1文献。2つの場合はカンマ区切り2,3)、3つ以上の連番は4-64-6)などと表記。文末に来る場合は句点の前に配置する7)。数値の表記は「25 μm」のように数字と単位の間は半角スペースが必要。マイクロメートルを「um」と表記するのは不可、symbolで「」mまたは記号で「µ」mを用いること。原稿に用いる単位は SI を原則とし、必要なものには従来単位をカッコ書きで併記してもよい。
人を対象とする生命科学・医学系研究については、倫理審査委員会の許諾に関する記述を、動物を対象とした実験については、動物実験委員会の許諾に関する記述を本文内で行う。許諾を得ている場合、申請番号、または承認番号などの記述も行う。
倫理やコンプライアンスに関する重大な記載漏れ・違反事例（インフォームドコンセント、匿名化処理、データ保護措置、兵器/防衛関連）などについては、リジェクトします。[bookmark: _Hlk211115072][bookmark: _Hlk211115073][image: 大きい, グループ が含まれている画像  AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]
Fig. 1 TEM images of nps
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Fig. 2 Measured frequency characteristics of |S11|




章タイトル・図・表・式の記述について
章タイトル
章タイトルは12 pt、番号とピリオドはArial、和文はMS Pゴシック。節は2.1、さらに細かい節は2.1.1などと表記。

図の記述について
文中で図を示すときは英文で「Fig. 1」と表記、「図１」は不可。ピリオドと数字の間は半角スペース必要。
図のキャプションは図の下に英文で表記し、「Fig. 1」と表記。「Figure 1」は不可。1行の場合は中央寄せ、2行以上の場合は左詰め。10 pt、Times New Roman。図中に文字を書く場合は、英文Arialで記載、日本語不可。見やすく大きめのフォントサイズにすること。
表の記述について
文中で表を示すときは英文で「Table 1」と表記、「表１」は不可。
表のタイトルは10 pt、図の上に英文で表記。1行の場合は中央寄せ、2行以上の場合は左詰め。表中の文字は10pt、英文に限る。表のタイトルおよび表中の文字のフォントはTimes New Roman。

式の記述についてTable 1 Electronic and optical properties of thin films formed by screen printing
Form
Sintering temp. [℃]
Sintering condition
Thickness [nm]
Film
480
Air, 30 min
350


Air, 30 min
→N2, 30 min
350

850
Air, 10 min
517
Fineline
850
Air, 10 min
－
Film
－
Spattering (ref.)
160


文中に式を示すときは英文で「Eq. (1)」と表記。「式1」は不可。

式は中央揃え、式番号は右揃え。右揃えにするには、数式の末尾に「#」+「番号」を入力してエンターを押すなどする。

参考文献の書式について
参考文献は、番号1つに1文献。通し番号は1)のように記載する。9 pt、 和文はMS　P明朝、英文はTimes New Roman。
詳細は本テンプレートの参考文献欄を参照。参考文献の記述は、エレクトロニクス実装学会誌に準拠（https://j-jiep.information.jp/）する。

連絡先の記載について
連絡先は必須ではないため、不要の場合は削除可。E-mailについては、下線が表示されないよう、ハイパーリンクを削除。
まとめ
以上より、・・・・・・・わかった。
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